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1 目的： 無作為ウェブ調査の無回答バイアス 

 本報告の目的は，選挙人名簿からの無作為標本に対してウェブ上での回答を依頼した調査におけ

る回答者の偏りの検討である。調査会社の登録モニターに対する“インターネット調査”が推測統計学

の前提を充たしていないとの批判は強い。モニターに対するウェブ法調査回答者と無作為標本の回

答者との比較調査研究は或程度の実績がある（石田ほか 2009）が，標本抽出だけは従来通りの方

法を用いてデータ収集モードだけをインターネット（ウェブ）にした場合の回答者集団の偏りは必ずしも

明らかではない。今後の有望な調査法となるには，バイアスの検討と回答率向上策が重要となろう。 

 

2 方法： 先行する訪問面接調査との比較  

 2015年 12月に，選挙人名簿から無作為抽出した首都圏 1都 3県の 30代～50代男女 1,000名に

郵送で調査協力を依頼し，対象者の自己保有の機材を使ったウェブ回答をして貰った。回答用画面

は PC 用とスマートフォン用の 2 種類，回答可能期間は費用の関係で 2 週間余り，督促はがき等での

郵送連絡を 2回行った。ウェブ回答率は 19.1%であった。2014年 10月～2015年 1月に同一市区町

村の同一出生コーホートに対してほぼ同一の調査票にて 3 モード（CAPI，PAPI，CASI）の訪問面接

法調査を実施しており（歸山・小林・平沢 2015; 杉野・俵・轟 2015），その回答者と比較する。 

 

3 結果 

 概して男性の方が，また 50 代後半が回答率が低い点は予想通りだが，訪問法回答者と比較すると

男女差は小さい。また，30 代前半と 50 代後半の回答率はウェブ法と訪問法では対照的である。 

 単純なクロス表レヴェルで見ると，基本属性については，登録モニターウェブ法での傾向と同様，ウ

ェブ回答者は学歴や世帯年収は訪問法回答者より高めである。全体としては階層帰属意識（10 段階）

や幸福感（11 段階）も高めであるが，生活満足度には違いは見られず，職場承認の項目では逆にや

や低い。また，権威主義的傾向はやや弱めである。政党支持や内閣支持には特に違いは見られない

（1 年の時間差があるが）。その他，訪問／ウェブ間で見られた相違としては，スマホやタブレットの使

用やブログへの書き込みなどはウェブ回答者の方が全般的に活発であるが，女性の方が PCに対して

よりスマホを選好している。50代において訪問法と異なる傾向が目立った項目にインターネットショッピ

ングの頻度があるが，新聞／マンガを読む・図書館利用・投票行動などについては差は見られない。 

 

4 結論 

 登録モニターに対するウェブ法調査よりは概してバイアスは小さくなると考えられるものの，回答率の

低さから信頼し得る手法にはまだかなり遠い。ただしウェブ自体は今後もより身近になる一方であろう

から，いずれ訪問面接法や郵送法と同等の手法になる可能性は小さくないだろう。今後の課題として，

登録モニターへのウェブ法調査データと比較する事を予定している。 
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